
日向市文化資料館玉城玲子

本分科会は「地域史料の充実と住民・ボラン

ティア」のテーマで、最も小さな地域社会であ

る字を単位に、住民主体で将来に残す記録づく

りが活発である沖縄と、市立の資料館が核とな

り、住民を巻き込んだ史料保存・普及活動に取

り組む天草という、特色ある二報告を得て、活

発な質疑がなされた。両報告を区別せずに、質

問の出たところから進行されたが、記録の都合

上、報告ごとにまとめて記すことにしたい。

まず中村氏の報告に対しては、群馬県立文書

館の田中康雄氏から、沖縄における字誌づくり

の先駆けともいえる、昭和初期に小学校を単位

と主体にした「郷土史」について、編纂の目的、

内容、郷土史の現在における保存状況について

の質問があった。

中村氏は、地域の郷土教育運動の一環として

取り組まれたもので、いわゆる地誌的な内容で

あること、地域の歴史資料、たとえば首里王府

発行の辞令書などが少し翻刻して掲載されてい

ること、その中には沖縄戦によって現文書が失

なわれているものも多く、貴重な記録となって

いることを述べられた。

次いで群馬大学の所浮潤氏から、字誌づくり

に主体的に関わる人数の多さについて質問があ

った。学校教育にその土壌があるのか、あるい

は沖縄は地方出版物が多く安価だが出版物が刊

行しやすい状況にあるのか、関東の者には感覚

的にわからない面があるとのことであった。

これに対しては、字誌をつくる人々は小学校

卒業以来はじめて原稿用紙に向かうという方が

主体であり、特に学校教育の影響ではない。隣

の字でも作れたのだから、うちでもできるとい

う感覚があると回答された。名護市史編さん室

が作成した冊子『字誌づくり入門Jの波及効果
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もあるという。加えて中村氏は、字誌づくりは

字全体の総会で決定され字の仕事として行われ

ていること、字は風景として見える範囲が単位

であり日々の生活圏で、字誌づくりに反対する

人はだれもいない状況にあることを述べ、他地

域とはコミュニティーとしての成り立ちの違い

があるのではないか、という見解を示された。

本多報告に対しては、まず有田町歴史民俗資

料館の尾崎葉子氏が、毎日のチラシを保存して

いることに関して、具体的な方法を質問され

す'
，~ 。

本多氏は、地元の有力紙「熊日新聞」に入るチ

ラシを一日ごとに日付を記した封筒にまとめて

テンパコ(コンテナ)に入れ、一年で2箱ほどに

なること、館職員ではなく、清掃委託の方に頼

み意欲的に取り組んでもらっていることを回答

された。はじめて9年目だが、すでに他では得

難い貴重な情報が蓄積されつつあるという。

品川区立品川歴史館の坂本道夫氏は、収集文

書を市民が利用する場合の、館内のハード・ソ

フト両面のシステムについて質問された。

本多氏によれば、中西家文書については、私

文書が多く、目録作成中のため公開は先の課題

であるが、他の 5件ほどの庄屋文書は、封筒に

入り目録も出来ており、寄託資料の閲覧につい

ては、館の判断で公開しているということであ

る。写真複写や掲載などは、所蔵者の許可を得

た上で承諾する。公的な内容の文書は公開しゃ

すいが、私的な文書は調査整理と目録作成をし ( 

っかりした上でなければ公開できない。場所に

ついては、以前は学習室や研究室もあったが、

手狭なため展示室や収蔵庫になってしまい、現

在は図書研究室を閲覧室として、他の目的と共

用で、使っていると答えられた。

これを受けて坂本氏は、品川歴史館の状況を

報告された。品川では館蔵資料の情報提供を重

要な仕事として位置づけ、館内に設けた郷土資

料室に、展示準備に使った図書や収集資料を並

べ、学芸員と区民が共有できる体制をとってい

るという。市民に何度も足を運んでもらい、館

が地域文化の拠点となる上で、郷土資料室を重

要視していると述べられた。
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本多氏は、本渡市では市内の中高生の有志に

ジオラマを作ってもらい特別展示したことがあ

るが、資料提供の苦労はあっても効果が大きく

素晴らしい仕上がりであった例を紹介された。

館側がすべて用意し、さあどうぞと提供しでも

地味で、なかなか見てもらえない。体験学習から

さらに踏み込んで、展示まで参加してやっても

らうことが、小さい地域資料館では一番効果の

ある方法ではないかと実感している。文書の整

理・活用も同様で、天草史料調査会の動きも、

今は他所からの参加が多いが、やがて地元の人

のネットワークを作って仕事をしてもらう方向

にしたい。成果はもちろん、その過程に喜びゃ

意義があることを、本多氏は強調された。

岐阜県歴史資料館の早野博之氏からは、岐阜

県における女性史編集事業の中で、聞き取り調

査のボランテイアを公募し、編集のための文書

整理にもボランテイアが関与していることを紹

介され、本渡市における地域住民への働きかけ

の方法について質問があった。

本多氏は、ネットワークを作る上で、人件費

のないところを手伝ってもらうというだけでは

難しいのではないかといわれた。大切なのはみ

んなにメリットがあるような形で、だから手間

もかかるし、経費も逆にかかる。しかし動き出

したら強い力を持って地域で動いていくという

気持ちでいると話された。人を集める方向は二

つあり、一つはすでに能力や経験のあるお年寄

り、もう一つは今は学業や就職で天草を離れて

いる若い人々を引っぱり込み、時々帰ったとき

には人材として活用する。お年寄りと若者との

二本立てを考えていると答えられた。

最後に神戸大学の奥村弘氏から、天草史料調

査会の目録作成終了まで公開はしないという点

について意見が出た。それでは中西家文書のよ
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うなこ万点におよぶ大量文書の公開までに時間

がかかる。明治元年の庄屋選挙の入れ札など、

特徴あるものが出て、所蔵者の了解を得られれ

ば、部分的でもわかったことから公表する。成

果をできるだけ早い時期に地域に返し、一方で

全国に向けて発信する。市民が文書を利用し資

料的価値を高めながら目録を完成させるという

方法も、ボランテイアという新しい力を発揮さ

せる場では大事で、はないかとの考えを示され

守、
，~。

これについて本多氏は、天草史料調査会が始

まるとき、まずメンバーから出されたのが公開

の問題で、ニューズレターのような形でどんど

ん公表しようということだったと話された。し

かし、天草のような小さな地域社会でそれをす

るには、たとえ明治初年といつでもなお生々し

い問題をはらんでいる場合が多い。文書の内容

によっては、早期公開できるものもあると返答

された。

史料の公開については、地域住民・ボランテ

イアが史料の保存と活用の担い手となる場合、

調査着手の初期から問題となる場面も予想さ

れ、沖縄における記録づくりの現場にも間接的

に関わると思われたが、時間の制約もあり、こ

こで閉会となった。

社会構造の変化にともない、地域の記録をい

かにまとめ次の世代に残すかは急務の課題であ

る。また事業への住民参加やボランテイアは、

高齢化社会に向けての生涯学習、学校でのここ

ろの学習の必要性と相まって、いまや時代の大

きな流れとなっている。一方、上からの要請に

よるそれには財政難による行革の思惑もから

み、複雑な問題をはらんでいる。本分科会のテ

ーマは、今後引き続いての検討が期待される。
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